
天伯岩説明文

天伯岩を確認する皆さん

皆さんは川路と龍江の境界線が現在どこにあるかご存知ですか？

３６災６０年のイベントとして、６月２６日に川路の水害に対する闘いの歴史を

知る天竜川周辺ウォーキングを計画しておりますが、まちづくり３役と川路自治

振興センターの小林所長と案内人の今村公人さんでウォーキングコースの事前確

認を実施しました。３時間半の日程でコースを問題なく歩けるか？

参加者に興味を持って頂けるコースか？どこで説明タイムを設けたら良いか？

等を確認しましたが、その過程で初めて天伯岩を実際見る事が出来ました。

１７００年頃、川路と龍江の境界は天伯岩と決められ、時の川路のご領主であっ

た美濃高須藩の初代藩主松平義行候の書を岩堀して境界と定めたと記されており

ます。その場所はなんと、龍江の旧越流堤の下にあり、スーパー堤防構築の際、

地下５.５ｍから掘り出され、同位置上の現在の場所に天伯岩の上部が再設置され

たとの事です。他に音瀬岩、死人岩、貝暮が淵、洗い越、越流堤等々川路の水害

に対する歴史的価値のある遺構は沢山ありますが、その実態を知っておられる方

は極僅かになってしまいました。３６災６０年を機に、もう一度川路の先人の苦

労の歴史を知る為に、是非６月２６日のウォーキングに参加してみませんか！

（途中マイクロバスを利用します）

３６災害６０年行事

既にご案内済ですが、６月２７日に３６災６０年式典を川路小学校体育館で行います。スーパー堤防の建設に

より川路は水害の心配のない地区になったと安心しておられる方が多いと思いますが、果たしてそうでしょう

か？昨年の大雨で川路地区の天竜川一帯に１５万立米の土砂が堆積しましたが、しゅんせつで取り除かれたのは

僅か３万立米でした。過去のしゅんせつで河床は下がっておりましたから、１２万立米取り損ねても大きな問題

にはなっておりませんが、自然の猛威は恐ろしいものがあり、継続的に対策を講じて行かないと安心できる状況

にはありません。３６災を経験した皆さんも「もう大丈夫！」という安心感があり、３６災を経験したことの無

い若い皆さんは「川路は水害の心配のない安心な地区である！」という認識でいるのではないかという心配があ

ります。３６災６０年を機にもう一度川路の皆さんの水害に対する認識を深めて頂く為の機会にしようと、まち

づくり委員会中心に案を練っております。一昨年の千曲川堤防決壊の大惨事の時、地元長沼地区の自治会長をさ

れており、現在長沼地区復興対策企画委員長をされている「柳見澤さん」の基調講演、それを受けて「千曲川災

害から読み取る川路への教訓」と題したシンポジウムを計画しております。しかし、それだけでは少し堅苦しい

お話になってしまいますので、「水難の里に生きて」と題した構成吟を信州飯田岳風会川路支部の皆さん、安藤

勝さんのご協力と川路出身の清水正則さん、安井サチエさん、のご協力により前座の催しとして行います。元名

アナウンサーであったまちづくり委員会会長の胸がつまる様な「生の声」でのナレーションの中に、詩吟の朗

詠、伊那節の唄と踊り、書道と同時の吟詠、川路小学校、川路中学校の校歌斉唱等楽しんで頂ける催しを企画し

ております。是非ご参加をお願い致します。 裏面もご覧下さい
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『豊かで活力ある安全安心な川路』の実現！ ２０２１年（令和３年）６月９日

天伯岩位置写真掘出した天伯岩死人岩写真貝暮が淵記念碑 洗い越走破写真



　

　

　

川路小学校の児童数は何人が理想でしょうか？

一昨年「川路土地利用計画検討委員会」を立上げ、里

山部会、住宅部会、農地部会に分かれて検討して参り

ました。川路に最近移住して来られた皆さんに川路の

良いところをアンケートでお聞きしました処、豊かな

里山があり、美しい自然があることが魅力であるとの

調査結果でした。皆さんが魅力と感じて頂いたこの豊

かな自然を、将来に亘ってどう維持して行くか？耕作

放棄地が増えつつある農地をどの様に維持して行く

か？空き家が増えつつある中、自然に調和した住宅開

発をどの様に進めて行くか？委員の皆様が英知を絞っ

て最終まとめの段階です。冒頭の質問ですが、川路小

学校の児童数は最近お陰様で増えつつあり、１００人

に手が届くところまで来ておりますが、飯田市の予測

では、このまま何も対策をしないでいると２０４０年

には７８人に減ってしまいます。委員の皆さんの希望

としては、ひとクラス２０人は欲しいとの意見でした

が、そうしますと１２０人に増やしてゆく為の対策が

必要になります。少子高齢化の時代に子供の数を増や

して行く事は大変な事ですが、何もしないと２０４０

年にはひとクラス１３人になってしまいます。空き家

対策による世帯増加策、住宅地区の道路整備等による

新規住宅の建設、家庭菜園付き住宅の普及、地域の景

観にマッチした住宅建設の為の地区景観協定の取り決

め等の案が提案されつつあります。豊かな自然を生か

した安全安心な里づくりの為に、しっかりと川路土地

利用計画をまとめ上げて参りたいと考えております。

皆さんは「龍峡小唄」の踊りに「川路小学校版」があるのをご存知ですか？前に進んで戻る際、肩の近くで両手

を合わせながら戻るのが一般的ですが、実は川路小学校では、ラジオ体操の様に両手を右左に振りながら戻る様に

教えてくれました。大人の女の方の踊りが一般的で、「女踊り」と言われ、川路小学校で教えてくれた踊り方は

「男踊り」と言われ、男が女踊りを踊るのは恥ずかしいことだと思って育ちました。

３６災害の翌年、ＳＢＣの専務であった川路出身の山田さんのご縁で、川路小学校の４年生から６年生の代表がＳ

ＢＣテレビに出演し、龍峡小唄の踊りを披露した歴史がありますが、その時は「男踊り」を披露しました。

川路土地利用計画 まとめの段階に

ＳＢＣに招かれて踊りを披露した生徒達

まちづくり委員会の今村会長が当時６年生で、副会長の私が最年少の

４年生。踊りの特訓を受けての出演でした。数年前、北原郁さんと

「男踊り」「女踊り」に関してお話をする機会がありましたが、正し

いのは「女踊り」の方で、学校で間違った教え方をしてしまった為、

６０代以上の方の中に間違って「男踊り」の振り付けで踊る方がいる

との事でした。確かにレコードに付いている振り付けは「女踊り」の

みであり、男性が「女踊り」で踊っている昔の写真が有りました。

９月「天龍峡をどり」をまちづくりも注力して参ります。

1762 1841 1845 1850 1856 1870 1874 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040

人口 773 981 984 1034 1119 1159 1232 2223 2140 2021 1975 1984 1905 1828 1737 1650

世帯数 128 224 221 224 222 217 273 713 722 729 743 767 736.3 706.9 671.5 637.9
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川路の人口と世帯数の推移

1762 1841 1845 1850 1856 1870 1874 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040

男 414 496 497 528 581 610 652 1046 1002 948 937 936 898.6 862.6 819.5 778.5

女 359 485 487 506 538 549 580 1177 1138 1073 1038 1048 1006 965.8 917.5 871.7
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川路の男女別人口推移

1874 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040

小学校児童数 151 117 103 100 93 94 90.24 86.630482.298978.1839
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川路の小学校児童数推移

「天龍峡をどり」龍峡小唄の振り付け


